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一
八
九
九
年（
明
治
三
十
二
年
）京
都
鉄
道
の
嵯
峨
〜
園
部
間
が
開

業
し
て
か
ら
百
七
年
、沿
線
住
民
の
悲
願
で
あ
っ
た
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線

（
京
都
〜
園
部
間
）の
複
線
化
工
事
が
、平
成
二
十
年
度
の
完
成
を

め
ざ
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。�

��

　
今
回
、複
線
化
事
業
が
進
め
ら
れ

て
い
る
の
は
、既
に
複
線
化
が
完
成
し

て
い
る
二
条
〜
花
園
間（
約
二
・
七
㌔
、

平
成
十
二
年
完
成
）と
嵯
峨
嵐
山
〜

馬
堀
間（
約
七
・
八
㌔
、平
成
元
年
完

成
）を
除
く
、約
二
十
二
・
八
㌔
で
す
。�

　
京
都
〜
二
条
間（
約
三
・
三
㌔
）で

は
、丹
波
口
ま
で
の
盛
土
や
二
条
の
高

架
橋
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、花
園
〜
嵯
峨
嵐
山
間（
約
三
・

四
㌔
）で
は
、太
秦
ま
で
の
高
架
化
や

嵯
峨
嵐
山
ま
で
の
盛
土
工
事
の
た
め

の
仮
線
路
の
敷
設
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。�

　
馬
堀
〜
園
部
間
（
約
十
六
・一
㌔ 

亀
岡
市
域
約
九
・
三
㌔
、南
丹
市
域

約
六
・
八
㌔
）で
は
、区
間
内
の
用
地

買
収
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、平
成
十

八
年
十
月
現
在
ま
で
の
用
地
買
収
の

進
捗
率
は
五
〇
％
強
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、各
所
で
山
切
り
工
事
や
落

石
防
護
工
事
等
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

用
地
買
収
後
、路
盤
や
橋
梁
工
事
の

完
了
し
た
個
所
か
ら
軌
道
の
新
設

工
事
を
進
め
る
予
定
で
、平
成
二
十

年
度
内
に
は
、全
区
間
の
工
事
が
完

了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。�

　
馬
堀
〜
園
部
間
の
複
線
化
事
業

費
百
二
十
一
億
円
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ｒ

西
日
本
、京
都
府
、沿
線
市
町
が
三

分
の
一
ず
つ
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、ま
た
、沿
線
市
町
の
中
で
は
、

人
口
、駅
数
、乗
車
人
数
等
に
応
じ

て
負
担
割
合
を
決
め
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、南
丹
市
の
負
担
額
は
、約

十
四
億
七
千
万
円
と
見
込
ま
れ
て

お
り
、平
成
十
七
年
度
で
は
約
一
億
三

千
七
百
万
円
を
負
担
し
ま
し
た
。�
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